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〈Abstract〉

This report concerns the rё sults and possible future activities regarding the singing

contest organized as part of thc lnternational Weck held by Mic University. The

Singing Contest in Foreign Languages is an event where foreign students andJapaneSe

students vie with each other singing in a language other than their native language.

By sctting the condition that all participants rnust sing in a language other than their

own,this contest ensured that Japanese students and foreign students participated on

an equal footing.

The participants'countrics of origin were Japan(4),China(3),Korea(2),

Victnam (2),MalaySia(1),Thailand(1),and the languages of the songs were

Japanese(9),English(2),Italian(1),Galician(1)。 An foreign students sang in

Japanesc.

Japanese students and forelgn students particlpated in the contest even fron■ the

preparation stages, performing alrnost an activities other than the judging of the

contest,such as the prcParatiOn of the sound systems and others.Judging frorn the

qucstionnaires received from the participants, there are aspects that could be

irnproved for the future,but the event was an overall success。

キーワー ド:歌、外国語、国際交流、学生実行委員、ボランティア

はじめに

何人であれ、外国に留学するとなかなか留学先の国の友人ができにくいものであること

は、留学経験者なら少なからず体験ずみであろう。そのため、例えば日本人ならせっかく

留学しても得た友人は日本人ばかり、あるいは他国の留学生ばかりということがしばしば

起こる。

二重大学に留学している約 250名 の外国人学生にとっても事情は同様であり、なかなか

日本人学生の友人ができないという悩みは、留学生相談担当教員の耳によく入ってくる。
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せっかく日本にいるのに、研究室の教員や学生、事務職員、アルバイ ト先の上司や客以外

の日本人に深く接する機会はそれほど多くない。片や日本人学生の多 くは外国に目を向け

ることが少なく、日本人同士でかたまっている。仮に国際交流に興味を持っていたとして

も、自分から声をかける勇気がなかったり、どのようにして国際交流をはかればよいのか

が分からなかったりする学生も少なくない。留学や海外旅行をせずとも、学内で国際交流

を行う可能性は十分あるというのに、そのチャンスを生かしきれていない。

この 250名 と残り7,000名 の日本人学生と交わりを深めるきっかけを用意するにはどう

したらよいか。国際交流センターでは、この課題に応えるべく留学生支援を行う日本人学

生ボランティアの紹介、チューター制度の推進等を行ってきた。その一環として国際交流

週間が計画され、週間を通して行われる複数のイベントを通して外国人留学生と日本人学

生が協働し、共に楽しむことによって交わりのきっかけを提供している。

本報告ではその国際交流週間の 1イ ベントとして 2010年に開催された「外国語のどじ

まん大会」を取り上げ、歌を通した国際交流の成果と課題を考察する。本報告が今後の国

際交流イベントの企画・実施の参考となり、さらなる大学の国際化につながることを期待

している。

1。 国際交流週間の概要

二重大学国際交流週間は国際交流センターが主催する一連のイベントであり、2007年

度より開始された。留学生と日本人学生や地域の人々との国際交流を目的とし、年度内の

1週間に集中して学内外で国際交流イベントを開催するものである。表 1に第 1回から第

3回 までの概要を掲げる。

表 1 二重大学国際交流週間 2007‐ 2009の概要

年 度 日 程 イベント内容

第 1回 2007
12月 5日 (水 )

-8日 (土 )

エスニック料理フェア、日本語 SC、 写真 C、 国際交流パネ

ル展、英語 SC、 国際交流パーティ

第 2回
7月 1日 0リ ー

5日 (土 )

エスニック料理フェア、日本語討論会、日本語 SC、 スナック

タイム、映画上映、写真 C、 留学フェア、ブータンを知ろう、

英語 SC、 民族衣装着付け、国際交流パーティ、スポーツ大会

第 3回 2009
10月 17日 (土)

-24日 (L)

日本熱帯農業学会公開シンポジウム、三大学国際ジョイント

セミナー&シ ンポジウム、国際環境シンポジウム「四日市学」、

国際理解セミナー

(注 :SCは スピーチコンテス

(二重大学国際交流センター年報第 2,

一-160-一

卜、Cは コンテストの略)
3,4号を参考に筆者作成)
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表 1を見ると、第 1回 と第 2回 においては各国の文化やパーティ、スポーツ等を通して

交流が図られているのに対し、第 3回ではどちらかというと学術的なシンポジウムゃセミ

ナーが主体となっていることが目を引くが、これは 2009年には三大学国際ジョイントセ

ミナー&シ ンポジウムという大きな国際交流イベントを二重大学が主幹校となってホス ト

する年に当たっていたため、これとその前後のイベントを合わせて国際交流週間と位置づ

けたことによる。

2010年度にはこのような大イベントはなかったため、第 1回、第 2回 の経験をもとに

文化やパーティ、スポーツでの交流を中心として第 4回の国際交流週間を企画することと

なった。表 2に その概要を掲げる。

表 2 第 4回二重大学国際交流週間 2010の概要

本稿で報告する「外国語のどじまん大会」は、表 2に掲げた第 4回国際交流週間の 8イ

ベントのなかの 1つ として位置づけられる。第 1回から第 3回までの経験に比して、初め

ての「歌」を介した交流イベントであることが特筆され、いわば二重大学国際交流センター

としては初の試みであった。

2。 イベント企画から準備まで

一般に芸術やスポーツは文化の差異や国境を越えた交流に最適とされる。ルールさえ予

め共有しておけば、走ることやボールを蹴ることに文化や国籍はあまり関係がなく交流が

できる。美しい絵画は世界的に賞賛されるであろう。音楽もまた国際交流に適していると

いえる。アメリカのポップスは世界中で聴かれているし、最近では」ポップが東アジアや

東南アジア諸国でヒットしている。

イベント担当者はまずこの音楽の普遍性に着目し、従来の国際交流週間では企画されて

日 付 時 刻 会場・場所 イベント 外部の協力者

7月 3日 (土 ) 終 日 京都東山方面 留学生研修旅行

7月 5日 (月 ) 12:00-13:00 メディアホール 韓国フェア 人文学部朴研究室

7月 6日 (火 ) 13:00-14:30 メディアホール 国際協力入門セミナー 」ICA中部

7月 7日 (水 ) 16:00-18:00 メディアホール 日本語スピーチコンテス ト

7月 8日 (木 ) 16:30-18:30 メ ディアホール 外国語のどじまん大会

7月 9日 (金 ) 16:00-18:00 メ ディアホール 英語スピーチコンテス ト

18:30-20:30 生協第一食堂 国際交流パーティ 二重大学生協

7月 11日 (日 ) 終 日 第一体育館 国際交流スポーツ大会
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いなかった音楽を通 した国際交流を考えた。さらに「音楽」を「歌」に限定することで、

「歌詞」が関与する状況をつくりだした。これにより「どこの出身の人でもわかる」とい

う普遍性からは一歩退いたことになるが、逆に「母語でない外国語で歌うべし」という条

件をつけることで、出演者には「外の文化を自分の中に取り込んで自分なりに表現する」

という作業を課すことで国際交流につなげた。

イベントは楽しくなくては人が集まらない。そこで単なる外国語の歌の発表会ではなく、

これをコンテスト形式の「のどじまん」とすることで出演者が競い合い、審査、採点を行っ

て賞を設けることとした。これによリゲーム性が出て楽しくなるし、出演者は賞を目指し

てがんばる。聴いている方も誰が一番だろうかとわくわくする。

国際交流センターで日々日本語を学習している留学生にとっては、日本語で歌うことは

学習の成果発表にもつながる。ただし、出演者を留学生や日本語に限定してしまうと、外

国人だけのイベントになり交流の効果が薄れるため、日本人学生にも門戸を開き、全員に

母語以外であれば何語で歌ってもよじとした。

日程については、国際交流週間が通常の授業が行われている学期中に当たったため選定

に苦慮したが、平日木曜日の夕方とした。授業のない夜間や週末に行うとかえってアルバ

イ ト等で忙 しい学生が集まりにくいと判断したためである。会場はセ ミナースタイルで

50名、椅子席で 100名 が収容できる二重大学メディアホールとした。出演者は 12組、集

客は 50名 (出演者を含む)を 目標とした。

企画がまとまったのが 2010年 5月 であったため、出演者募集は 5月 下旬より開始、6

月 24日 までに申込書を提出することとした。応募者多数の場合に予備選考を行うことを

想定し、申込書には自分の歌を吹き込んだ CD等のソフトを添えることを要求した。

同時に学生実行委員会を立ち上げ、授業等を通じて募集したボランティア学生に出演者

勧誘、各種係等の準備作業を割り振り、1-2週間ごとに昼休みに集まり進捗状況の確認を

行った6担当教員側では、広報用のポスター作成と学内の教員 3名への審査員の依頼を行っ

た。賞品として図書券を準備、また参加賞も用意した。上位 3組には賞状も出すこととし

た。

広報に関しては、国際交流週間全体の告知をホームページや留学生メーリングリスト、

ポスター、学内会議を通じて行ったほか、のどじまんに関しても別途、ポスターやちらし

(付録 1参照)を掲示、配布 して告知に努めた。特に出演者勧誘については国際交流セン

ターの日本語中級Ⅱの授業、日本事情「日本の歌」の過去のもしくは現受講生を中心に、

広 く募集を行った。

最終的に出演者は 13組が集まり、予選なしで全員が本選に出場できることとした。出
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身地別に見た 13組の内訳は、日本 (4)、 中国 (3)、 韓国 (2)、 ベ トナム (2)、 マレーシ

ア (1)、 タイ (1)であった。また歌唱言語別では、日本語 (9)、 英語 (2)、 イタリア語

(1)、 ガリシア語
1(1)で

あり、留学生は全員が日本語で歌うこととなった。

司会進行は学生実行委員のなかから中国人男子留学生と日本人女子学生がペアで担当す

ることとなった。同様に、撮影、ステージマネージャー、余興、音響、受付もそれぞれ学

生が担当した。来場者全員に配布するプログラムも学生が担当してデザインを行った (付

録 2参照)。 審査員が審査を行う時間中には、余興としてギターマンドリンクラブによる

ミニコンサー トが用意された。また表彰式後の最後に出演者と客席の全員で合唱する歌も

準備し、歌詞カー ドをプログラムに組み込んだ。そして本番当日、昼休みには出演者全員

を会場に集めて 1コ ーラスのみのリハーサルを行い、準備は万端となった。

全体的に、企画段階では担当教員が中心となって学生の意見を取り入れながら計画を作

成していったが、具体的な準備にかかる段階でその多くを学生実行委員会に依ったことが

特筆できる。

3。 「外国語のどじまん大会」の実施

そして迎えた 2010年 7月 8日 、本学総合研究棟

Ⅱのメディアホールにおいて「外国語のどじまん大

会」が実施された。

大会では、出場者にマイクを使わずに歌うことを

課し、できるだけ多くの人が近 くで聴けるように机

をすべて取り払った。椅子だけを並べることで、出

場者と観衆の距離が縮まり、全体が一体となった

(写真 1参照)。 写真 1 本番の熱唱
(2010年 7月  栗山撮影)

心配 していた集客数は 60名 を超え、急きょプロ

グラムを追加で印刷するなどうれしいハプニングとなった。

出場者は、 リハーサル通 り、ひと組ずつ前に出て予定していた歌を歌いあげた。 13組

の出場者のうち、単独での出場が 10組、2人以上での出場が 3組あった。中には、韓国

人学生と中国人学生によるデュエットもあった。

最初の方の出場者は多少緊張気味であったが、それぞれの出場者がゆかたやチャイナ ド

レスといった衣装、さらにはパフォーマンスにも気を配るなど、耳だけでなく日でも観衆

1スペイン北西部で話されている地方語。
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を楽しませた。また、観衆からも、歌の合間に花束のプレゼントが出場者へ贈られるなど、

会は大いに盛り上がりを見せた。

すべての出場者が予定通 り歌ったところで、審査委員は別会場へ移動 し、20分の審査

に入った。その間、本学ギターマンドリンクラブによる演奏が行われ、同時に観衆に対す

るアンケー ト用紙への記入もお願いした。アンケー トの内容については、次章で詳しく述

べることとする。

審査結果が出たところで、全体への講評と結果発表、表彰式が行われた。3名 の審査員に

より「歌詞」「音楽性」「パフォーマンス」の 3つの観点から厳正な審査が行われた結果、 1

位は「懐かしい未来」
2を
歌ったタイ人男子留学生に決定した。続く2位は「涙そうそう」

3

を歌ったマレーシア人女子留学生、3位は「OB―LA― DI,OB― LA―DA」
4を
歌った日本人学

生のグループが受賞した。表彰式では、受賞者を含むすべての出場者に会場から温かい拍手

が送られ、最後には全員で「世界に一つだけの花」
5を
合唱し、会は成功のうちに幕を閉じ

た。

4。 成果と課題

イベントは成功裏に終わったが、出演者や参加者の反応はどうであったか。本章ではイ

ベントの成果を測るため参加者から回収したアンケー ト32通の結果を考察する。

アンケー トはすべて記述式とし、3問だけを和文および英文で掲げた。回答者の国籍、

性別く所属、学年、出場の有無等は一切尋ねていない。

(1,今日の「外国語のどじまん大会ゴはどうでしたか。楽 しかつた、普通だった、つまら

なかった等、自由 rL―答えてください。

「楽しかった Goyful,fantastic,amazing)」 との回答が 16、「すごく (大変、とても、

ほんまに、超)楽 しかった」が Hで、これに「よかった」 (3)、「とてもよかった」(1)を

加えると31に なり、ほぼ全員が楽しめたと考えられる。残り1名 は、「もっと盛り上げて

ほしかった」と批判を記していた。

また楽しかった、よかった理由として、「外国語で一生懸命に歌う姿に感動した」 (2)、

「みんな歌が上手」 (3)、「たくさん多種多様な歌が聴けた」(4)等が挙げられていた。

今後のこととして、「もっと同様のイベントを開いてほしい」 (4)、「次回は自分も出場

2新居昭乃の歌ったJポ ップ。 1986年の作品。
3 BEGINに よる」ポップ。2000年 にリリース。

41968年発表、ビー トルズのヒット曲。

5 sMAPの歌ったJポ ップで 2003年 に発表、大ヒットした。
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する」 (2)と の回答もあった。

(1)の 結果から、全体的にイベントは参加者を楽しませることに成功 したと結論できる

であろう。特に母語以外の外国語で歌うべしとした条件が、日本人にも留学生にも同様な

努力を強いたことがかえって聴衆に感動を与えて功を奏したといえる。

ω

'次
回に向けて改善 したらよいと思う点力ゞあったら挙げてください。

この設間には、無回答や「問題なし」とする回答もあり、改善点の指摘は 19通にとど

まった。前間で「 もっと盛り上げること」とした回答を加えた 20点を整理すると次のよ

うになる。

まず運営のソフト面では、「広報・告知を工夫して参加者を増やすこと」という提案が

4、「時間帯が出にくい」という指摘が 1あ った。確かに授業に重なって出られないという

苦情も、アンケー ト回答者以外から口頭で受けている。そもそもイベント自体の存在を知

らない学生も、日本人学生を中心にかなりいると思われる。今後は日時の設定に際して工

夫が必要であろう。また学内広報についてもさらにこれを広めるための方策を考えたい。

ソフト面に関して、「司会をもっと派手に、自然に、盛り上がるように、曲と曲の間を

スムーズに」という指摘も4あ った。また「審査時間が長すぎる」という回答が 1あ った。

司会は実行委員の学生 2名 が担当したが、もちろん素人であることを考慮すれば、リハー

サルの機会を増やすなどの対応が必要であろう。審査に関しては、時間短縮することより

もむしろ待ち時間を余興で楽しく過ごしてもらうことを考えたい。

当日は予想を超えた参加者があったため、準備したプログラムが部数不足となった。こ

れに関する指摘も1あ った。また、プログラムには出場者名や曲名は出ていたが、元々歌っ

た歌手名は載せていない。歌詞の内容や歌手名を加えてほしいという要望も2名から出た。

今後の課題である。

ハー ド面での改善点としては、音響装置に関する指摘が 3あ った。メディアホールの音

響装置の調子が悪 く、マイクに雑音が入ったりしたことが影響したものと考えられる。今

後はホールの機材に頼らず、外部から機材を調達する等の工夫をしたい。その他のハー ド

面での指摘としては、「舞台を高 くすること」、「会場の飾り付けを工夫すること」等が挙

げられていた。

その他の回答では、「出場者が緊張しないこと」とあったが、これはリハーサル回数や

時間を増やすくらいしか対応のしようがない。「食べ物を出してほしい」という要望もあっ

たが、これについては同じ国際交流週間内に行われるパーティにまとめた方がよいと考え

る。

改善点の指摘は数としては多くなかったが、貴重なデータであり、それぞれに検討をし
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て対応を考えていきたい。

0感 想、出演者に贈る言葉、文旬、つぶやき、何でも書ιヽてくださι、
この欄は何でも自由に記述 してもらおうと設けたものであったが、 (1)や (2)の 回答とも

重複するような意見が多く得られた。24人が何らかの記述を行っている。

感想としては、「感動 した」、「よかった」、「おもしろかった」、「上手でびっくりした」、

「とても楽しかった」等の好意的な評が 22あ った。出演者の勇気や演出、衣装、歌の上手

さ等などが感動の理由として挙げられている。「外国の人が日本語で歌うことに感動した」

という日本人学生からと見られる感想もあった。

「出演者に贈る言葉」としたことで、実際に出演者ひとりを名指しして感動の気持ちを

述べたファンレターのような回答も2通あった。

「また来たい」「次回は私が出場します」「掲示板で教えてほしい」という、次回を期待

する感想も3あ った。さらに「 もっとこういう機会を増やしてほしい」「冬にも開催 して

ほしい」という要望も3通寄せられている。

以上のようなアンケー ト結果より、まず本イベントが二重大学の留学生と日本人学生の

間の国際交流を促進するという国際交流週間の目的達成に貢献したと結論できるであろう。

もちろんこのような分析でイベントの目的達成貢献度を数値で表すことは困難である。他

のイベントと比較してどちらがどの程度貢献したかという議論も意味がない。しかし、①

アンケー ト回答者のうち 1名 を除く全員が肯定的な感想を述べていること、②「次回には

自分が出場する」「 もっと頻繁に開催 してほしい」という再度の開催への期待を述べた回

答が 8通あったこと、③従来の同様のイベントでの実績から推測した参加者数を上回る客

が集まったこと、という三つの理由から、本イベントが学内国際交流の促進に有意義な企

画であったと結論づけられるであろう。

以上の結論はイベント参加者のうちの 32名 から集めたアンケー ト結果により得られた

ものであるが、参加 したがアンケー トに回答しなかった学生、あるいは参加 したくてもで

きなかった学生、さらにはそういうイベントがあることを知らなかった学生がその背後に

大勢いることを忘れてはならない。要望に応えて第 2回の外国語のどじまん大会を開催す

る場合には、アンケー トで改善点として指摘されているように、さらなる広報、イベント

告知、出演者募集の呼びかけ、より適切なイベント日時の設定などを心がけていく必要が

あろう。

5。 今後の展望

「 もっと頻繁に開催を」「冬にも開いてほしい」という参加者の声は受けたが、国際交
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流週間を年度内に再度開催する予定はなかった。その代替として 2010年 12月 19日 、三

重大学国際交流センターが企画委員として参加する地域のイベント「国際交流フェスティ

ィヾル」において「国際のどじまん大会」を企画し、津駅前のアス ト津ビルにおいて実施し

た。同フェスティバルはみえ NPOセ ンター・ ワーカーズコープを中心に二重県下の

NPO、 市民団体、財団、二重県、JICA中部等が共同して開催するもので、地域全体の国

際交流を目的としている。のどじまん以外には、各国の踊り、各国の子育てを考えるミニ

シンポジウム、各国の食のコーナーやフェア トレー ド商品の販売などが行われた。

のどじまんでは学内イベントのときと同様に、母語以外で歌うべしという条件を設け、

出場者を公募したところ 16組が応募し、午前中に予選、午後に 10組を選んで決勝が行わ

れた。二重大学からは学生 6組が出場し、うち4組が決勝進出、受賞者 2組を出すなど大

健闘であった。また 950名 のフェスティバル来場者のうちの多くが観客として集まり、成

功を画した。

本事例は、学内で成功 した国際交流イベントに手を加えて一般向けとし、地域の国際交

流イベントに応用したという意味で有意義である。観客への「ウケ」はすでに学内イベン

トで実証ずみだし、運営のノウハウも蓄積されており、これらを地域イベントの運営メン

バーに説明・移転することでよリスムーズに実施ができる。

今後は学内の国際交流週間でののどじまんをさらに改善 して続けるとともに、学内で得

た知見を地域に広げる視点も持って活動を続けていきたい。

おわりに

本稿では歌を通したイベントにより学内の国際交流を促進した事例について報告した。

考察で詳述 したとおり、イベントは成功し、参加者からは好評を得た。数値では測れなく

とも、本イベントが学内の国際交流の促進に貢献したことは疑いを入れない。出場者や参

加者からは、留学生が一生懸命に日本語で、あるいは日本人学生が外国語で歌っている姿

への感動が述べられている。

しかし最も本イベントにより国際交流を深めたのは、誰よりもイベントの運営を裏で支

えた学生実行委員のメンバーであろう。メンバーは国際交流センターが開講している日本

語授業や英語による授業の受講生を中心に、さらにロコミで学内全体から募集した。のど

じまんを担当した 8名 は、中国人 (司会)、 韓国人 (舞台監督)、 タイ人 (音響)に 日本人

5名 を加えた国際的な陣容であった。イベント本番はわずか 2時間で終了したが、その根

底には約 2ヵ 月にわたる実行委員の辛抱強い準備作業があった。イベント成功は彼ら彼女

らの努力の賜物と言っても過言ではない。そしてその協働自体が、イベントの目的である
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国際交流の促進に直結していたのである。結果ばかりでなく過程までもが目的をより大き

く達成していたといえる。

2010年 12月 、久々に再会 した学生実行委員のひと

のごろ何かイベントありませんかね。またやりましょ

結果にもまさる、うれしい一言であった。
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1.外国語のどじまん大会広報ちらし

2.外国語のど自慢大会プログラム

りから声をかけられた。「先生、こ

うよ。」一千通の好意的アンケー ト
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プログラム
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